（仮称）生涯学習総合センターの概要

・整備位置
旧中央公民館敷地（4,762㎡）
　　　・規模構造
延床面積：6,297㎡（地下3,064㎡除く）
　　　　　　　　　　　　1階面積　：2,383㎡

　中2階面積：844㎡　

　　　　　　　　　　　　2階面積   :1,962㎡

　　　　　　　　　　　　3階面積　：1,108㎡　
　　　　　　　　　　　　鉄骨鉄筋コンクリート造　地上３階地下１階（中2階を含む）
　　　・今後のスケジュール
　　　　　建築工事：２０年７月～２２年１０月（予定）
　　　・事業費　　 約２８億円
　　　　　建築工事・外構工事、備品費（約1億円）等を含む。
　　　・駐車台数　 地下９１台、地上１２台
　　　・設計委託業者　佐藤総合計画・共同設計共同企業体


実習と発表の場





研修と交流の場





◆整備の目標


　公民館機能と図書館機能を持つ複合施設として、市民が必要とする様々な情報の集積・提供から学習の成果としての創作・発表等の活動まで、生涯学習の入り口から出口までのすべての流れを支援することで、会津若松市のひとづくり・まちづくりに貢献する、「生涯の学び舎」を目指す。





◆外観


　本市全体が持つ歴史、伝統、文化を感じさせるとともに、様々な学習情報を集積し収納する機能を表現するものとして、市内各所に散見され、広く市民に身近な景観として親しまれている「蔵」をデザインの基本とした。さらに伝統的な蔵のイメージにとどまらず、集積した学習情報を発信していく施設の機能と中心市街地の町並みとの調和を考慮し、「新しい学びの蔵」をモチーフに、公共建築物として会津若松市を象徴する知的な建物となるデザインとする。





◆設計の考え方


地上３階、地下１階建てとし、１階を「実習と発表の場」、２階を「知識の探求の場」、３階を「研修と交流の場」と位置づけ、各室をその利用形態や性格によってフロアーごとにゾーニングし、利用者・管理者双方が明解に分かりやすく利用しやすい構成とする。


また、各室は、その目的に充分に対応できる機能を備えるとともに可能な限り多用途に利用できる仕様とする。さらに賑わいと静けさが共存した快適な学習空間を創出するため、その機能に応じた適切な防音処理を施す。





○１階～実習と発表の場～


　　センターの顔として、また生涯学習の入り口として、気軽に立ち寄れる開かれた賑わいの空間とし、活動的な音楽スタジオや美術工芸スタジオ、クッキングスタジオ等の実習教室や学習成果の発表の場としての多目的ホール、市民ギャラリーを配置する。


　　さらに、お互いの活動が見える工夫を施し、利用者同士が交流しあえるフリースペースを設ける。





○２階～知識の探求の場～


　　利用のしやすさ、管理のしやすさから図書館の開架部門をすべてワンフロアーに集積させ、こどもから大人まで誰もが、分かり易く使い易い配置とする。


　　また、スペースを有効活用し、余裕のある蔵書計画が行えるよう中2階に閉架書庫を設置する。





○３階～実習と発表の場～


　　スケジュールに沿って繰り返しの利用が多い会議室を、落ち着いた最上階に配置する。また、利用人数や用途によって多様な使い方ができるよう、一部会議室には可動間仕切りや、防音機能を備える。








知識の探求の場





《研修会議ゾーン》


会議室１～７、和室１～２、茶室、


交流ブース、団体交流ロッカー








３階





地下








１階





　中２階











２階





地下駐車場





《実習ゾーン》


エントランス、市民ギャラリー、ラウンジ、多目的ホール、音楽スタジオ、美術工芸スタジオ、


健康スタジオ、クッキングスタジオ、事務室





《図書館ゾーン》


閉架書庫





《図書館ゾーン》開架部門


一般開架、郷土史コーナー、青少年コーナー


視聴覚コーナー、調査資料コーナー、新聞雑誌コーナー、対面朗読室・グループ読書室


こどもとしょかん、お話コーナー





環境への配慮


・地中熱を利用した冷暖房システム


・雨水のトイレ洗浄水等への活用等








施設イメージ





ユニバーサルデザインの導入


・多目的トイレ（オストメイト対応等）


・補聴器の音を聞こえやすくするシステム


・車椅子のまま乗れるエレベーター等








